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今日お話しすること(目 次)
•建設業とはどんな産業か?

•定義、産業の位置、経済の位置、会社労働者数、投資、利益など

•建設業の現状は?課題は?
•年齢構成、年収月収、雇用形態、労働時間

•これから建設業はどんな発展を目指すか

•「北海道建設業将来ビジョン」
～北海道の礎を創り、地域をまもり、未来を創る～
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建設業とはどんな産業か?
【広辞苑第五版】建設業 土木・建築の工事及びその
付帯工事をする営業

•土木工事 道路・堤防・橋梁・港湾・鉄道・上下水道・河川など、す
べて木材・鉄材・コンクリートなどを使用する工事

•建築 (江戸末期に作ったarchitectureの訳語)家屋・ビルなどの
建造物を造ること。普請。
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【建設業法第二条２】「建設業」とは、元
請、下請その他いかなる名義をもつてす
るかを問わず、建設工事の完成を請け
負う営業をいう。



建設業とはどんな産業か? 2
【日本標準産業分類】建設業は、大分類のひとつ、大
分類は20分類

•主として注文又は自己建設によって建設工事を施工する事業所
が分類される。

• 農業，林業、漁業、鉱業，採石業，砂利採取業、建設業、製造業、電気・ガス・熱供給・水道業、情報通信

業、運輸業，郵便業、卸売業，小売業、金融業，保険業、不動産業，物品賃貸業、学術研究，専門・技術サービス
業、宿泊業，飲食サービス業、生活関連サービス業，娯楽業、教育，学習支援業、医療，福祉、複合サービス事
業、サービス業（他に分類されないもの）、公務（他に分類されるものを除く）、分類不能の産業

【日本標準産業分類】建設工事とは，現場において行
われる次の工事をいう。
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(1) 建築物，土木施設その他土地に継続的に接着する工作物及びそれらに
附帯する設備を新設，改造，修繕，解体，除却若しくは移設すること。

(2) 土地，航路，流路などを改良若しくは造成すること。
(3) 機械装置をすえ付け，解体若しくは移設すること。



建設業とはどんな産業か? 3
【経済に占める建設業の地位】
•総生産GDPに占める割合 北海道1.5兆円、8.1%  
全国29.6兆円、6.1 %(H26)、全国比１/１９.７、５.
１％、よく比較される製造業は、北海道１.６兆円、８.６％ 全国９０.１兆円、１８.５％(Ｈ２
６)、全国比１/５６.３、１.８％

•建設投資額 北海道2.6兆円民間1.1兆円(40%)公
共1.6兆円(60%) (H27)
全国51.1兆円民間29.2兆円(57%)

公共21.9兆円(43%)(H27)
全国比１/１９.７、５.１％
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参考 人口比１/２３.８、４.２％



【建設許可業者】 北海道19,743社、うち大臣164社
知事19,579社(H27)
全国467,635社うち大臣9,927社知事457,708社
(H27)、全国比１/２３.７、４.２％、
※建設許可 ５００万円以上（建築一式は１，５００万円以上等）の工事を請け負う場
合

【建設労働者数】
北海道22万人全国500万人 (H27)、
全国比１/２２.７、４.４％
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北海道建設業の全国に占める割合
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参考 人口比１/２３.８、４.２％

○総生産GDPに占める割合
建設業は、 全国比１/１９.７、５.１％
参考 製造業は、全国比１/５６.３、１.８％

○建設投資額 全国比１/１９.７、５.１％
建設許可業者 全国比１/２３.７、４ ２％
建設労働者数 全国比１/２２.７、４.４％
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全国Ｈ２８
建設投資ピーク時より▲38.1% 51.8兆円
許可業者数ピーク時より▲22.9% 46万5
千社
就業者数ピーク時より▲28.2% 492万人

Ｈ２９ Ｈ２８

Ｈ２９
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北海道

許可業者数
19,743社(H27)、
19,478(H30.4)で
減少している
就業者数
22万人(H27)、
21万人(H29)同

様に減少してい
る


